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第
二
節
長
崎
殴
巫
学
校
の
県
移
管
　
明
治
八
年
四
月
、
長
崎
病
院
が
蕃
地
事
務
支
局
か
ら
長
崎
県
に
移
管
さ
れ
た
後
、
院
長
吉
田
健
康
の
尽
力
に
よ
っ
て
医
学
再
興
の
運
動
が
結
実
し
、
明
治
九
年
六
月
二
十
目
、
長
崎
病
院
内
に
医
学
場
の
開
設
を
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
医
学
場
は
特
に
政
府
の
保
護
の
も
と
に
県
内
各
区
生
徒
二
名
を
撰
挙
せ
し
め
、
自
費
生
の
入
学
も
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
十
一
年
一
月
八
日
、
長
崎
盤
学
校
と
改
称
さ
れ
、
規
則
も
整
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
維
持
費
は
各
区
の
課
出
す
る
と
こ
ろ
で
、
校
長
以
下
、
各
職
員
は
旧
例
に
よ
っ
て
病
院
よ
り
兼
摂
し
て
い
た
。
そ
し
て
県
庶
務
課
の
所
属
と
し
て
、
県
立
竪
学
校
に
準
じ
た
取
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
同
年
十
一
月
八
日
、
郡
区
制
の
改
正
に
よ
っ
て
各
区
撰
挙
生
の
制
度
が
廃
さ
れ
、
同
年
十
二
月
十
七
日
、
庶
務
課
よ
り
学
務
課
に
移
管
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
盤
学
校
の
経
営
費
は
復
興
以
来
、
定
額
な
く
、
院
費
の
各
区
課
出
に
よ
っ
て
病
院
に
寄
生
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
各
区
撰
挙
生
制
度
廃
止
に
伴
っ
て
定
額
を
定
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
竪
学
校
め
る
べ
き
必
要
を
生
じ
、
且
つ
県
立
と
定
め
て
地
方
税
に
よ
っ
て
支
弁
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
十
二
年
一
月
十
六
日
、
学
務
課
で
は
こ
の
問
題
と
審
議
し
、
甲
第
十
一
号
を
以
て
布
達
を
発
す
る
こ
と
を
決
し
、
同
月
二
十
日
に
至
り
、
次
の
布
令
を
発
し
た
。
　
甲
第
拾
六
号
　
長
崎
盤
学
校
之
義
当
一
月
以
後
県
立
ト
相
定
候
条
此
度
布
達
候
事
　
　
　
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
官
御
名
　
こ
れ
は
県
令
内
海
忠
勝
名
義
で
、
一
月
二
十
日
付
と
し
て
達
せ
ら
れ
、
病
院
等
を
殿
学
校
の
附
属
に
代
用
し
、
生
徒
の
実
習
所
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
　
一
月
二
十
一
日
、
長
崎
県
令
内
海
忠
勝
は
乙
第
三
十
号
を
以
て
、
長
崎
病
院
を
除
い
た
公
立
病
院
設
立
伺
式
を
定
め
、
郡
区
宛
に
通
達
し
、
公
立
病
院
の
整
備
を
計
っ
た
。
　
一
月
二
十
七
日
、
長
崎
盤
学
校
は
学
務
課
に
宛
て
、
物
理
学
卒
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第
二
節
　
長
崎
竪
学
校
の
県
移
管
業
試
験
を
翌
二
十
八
目
午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で
施
行
す
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
種
の
試
験
を
施
行
す
る
際
は
時
々
衛
生
掛
の
臨
席
も
あ
っ
た
が
、
今
度
も
同
様
臨
席
さ
れ
る
か
を
問
合
せ
た
。
　
さ
て
、
明
治
五
年
十
二
月
一
目
、
大
村
益
次
郎
等
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
公
布
さ
れ
た
徴
兵
令
は
漸
次
全
国
各
地
に
徹
底
化
さ
れ
、
明
治
十
一
年
三
月
二
十
八
目
の
島
原
、
大
村
、
五
島
、
諌
早
方
面
の
各
区
々
戸
長
会
議
の
際
に
は
議
題
に
上
っ
た
り
し
た
こ
と
を
記
し
て
置
い
た
が
、
そ
の
後
、
長
崎
に
も
長
崎
徴
兵
署
が
設
立
さ
れ
、
傭
医
師
と
し
て
大
園
謙
斎
が
勤
務
し
て
い
た
。
こ
の
徴
兵
署
は
、
更
に
各
学
校
の
生
徒
徴
兵
に
関
す
る
事
務
も
取
扱
っ
て
い
た
が
、
兵
役
免
除
は
長
崎
竪
学
校
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
。
処
が
医
学
校
生
徒
の
兵
役
免
除
に
関
す
る
三
重
県
の
文
部
省
に
対
す
る
伺
書
に
端
を
発
し
、
公
立
医
学
校
生
徒
の
徴
兵
免
役
の
件
が
明
治
十
二
年
二
月
十
二
目
に
至
っ
て
盤
学
校
を
管
轄
す
る
学
務
課
で
も
考
慮
さ
れ
、
従
来
、
同
校
を
管
轄
し
て
い
た
庶
務
課
に
対
し
て
疑
義
を
問
合
せ
た
。
そ
の
返
書
は
三
重
県
の
例
に
従
い
、
公
立
肇
学
校
の
徴
兵
免
役
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
示
し
、
翌
十
三
日
に
学
務
課
へ
達
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
学
務
課
で
は
十
四
日
に
長
崎
盤
学
校
に
こ
の
間
の
事
情
を
学
三
三
〇
号
を
以
て
報
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
次
に
関
係
資
料
を
示
し
て
置
こ
う
。
　
　
　
難
学
校
生
徒
徴
兵
免
役
之
儀
二
付
庶
務
課
へ
照
会
按
　
長
崎
験
学
校
生
徒
ノ
儀
ハ
学
級
ノ
進
歩
二
依
リ
徴
兵
免
役
可
相
成
旨
先
　
般
御
課
ヨ
リ
当
課
へ
管
掌
替
之
砺
伝
承
有
之
候
処
本
年
文
部
省
日
誌
第
　
十
九
号
中
公
立
盤
学
校
生
徒
徴
兵
免
役
之
儀
三
重
県
伺
書
面
へ
同
省
指
　
令
文
意
二
付
テ
殆
疑
惑
ヲ
生
シ
候
条
有
伝
承
之
通
果
シ
テ
相
違
無
之
候
　
ハ
・
其
証
跡
至
急
御
確
報
有
之
候
様
致
度
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
　
明
治
十
二
年
二
月
十
二
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
務
　
課
　
　
庶
務
課
　
御
中
　
庶
ノ
第
六
十
四
号
　
長
崎
難
学
校
生
徒
之
義
免
役
二
可
致
見
込
ヲ
以
一
昨
年
校
則
文
部
省
へ
　
及
御
届
候
処
其
後
判
然
不
致
廉
有
之
近
来
其
筋
へ
相
伺
候
得
共
則
三
重
　
県
指
令
之
通
未
タ
比
較
法
未
定
二
付
今
日
迄
ハ
免
役
不
相
成
候
条
此
段
　
及
御
答
候
也
　
　
　
明
治
十
二
年
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務
課
　
庶
務
課
　
　
学
務
課
　
御
中
　
　
　
長
崎
竪
学
校
生
徒
徴
兵
免
役
之
儀
二
付
別
紙
甲
号
之
通
庶
務
課
へ
　
　
　
照
会
候
処
即
チ
乙
号
之
通
回
答
有
之
就
テ
ハ
同
校
生
徒
等
向
来
二
一332一
　
　
　
於
テ
其
目
途
自
然
可
相
関
係
重
事
件
二
候
条
左
按
ノ
通
本
課
ヨ
リ
　
　
　
同
校
へ
通
達
可
致
哉
相
伺
候
也
　
遇
子
一
二
一
二
〇
口
び
　
其
校
生
徒
之
内
徴
兵
適
齢
ノ
者
タ
リ
圧
学
力
ノ
進
歩
二
随
ヒ
免
役
二
可
　
致
見
込
ヲ
以
其
筋
へ
稟
議
次
第
モ
有
之
候
処
文
部
省
専
門
修
業
生
徒
ト
　
相
当
ノ
比
較
法
未
定
二
付
即
今
免
役
不
相
成
旨
二
候
条
為
御
心
得
此
段
　
申
入
候
也
　
　
　
明
治
十
二
年
二
月
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
　
　
学
　
務
・
課
　
　
長
崎
竪
学
校
御
中
　
二
月
二
十
四
日
、
医
師
試
験
規
則
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
、
長
崎
難
学
校
を
再
び
長
崎
医
掌
場
と
敏
称
す
る
．
～
と
が
達
せ
ろ
れ
て
い
た
。
　
二
月
二
十
六
日
に
至
り
、
長
崎
肇
学
校
を
長
崎
医
学
場
と
改
称
す
る
こ
と
が
取
消
さ
れ
た
。
こ
れ
は
回
第
三
十
八
号
、
庶
務
課
、
学
務
課
よ
り
内
海
忠
勝
に
宛
て
た
達
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
今
般
長
崎
撃
学
校
ヲ
長
崎
医
学
場
ト
改
称
云
々
相
達
置
候
処
右
達
取
消
　
候
条
此
旨
相
達
候
事
　
　
　
明
治
十
二
年
二
月
廿
六
目
内
　
海
　
県
　
令
第
五
、
章
　
長
崎
竪
学
校
長
崎
県
令
内
海
忠
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
明
治
十
一
年
十
二
月
十
一
日
、
庶
4
5
号
に
よ
っ
て
牛
疫
診
断
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
医
員
が
撰
挙
さ
れ
た
。
　
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
と
丹
二
十
五
日
、
長
崎
県
で
は
牛
疫
診
断
係
医
員
が
各
郡
長
か
ら
撰
挙
上
申
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
三
根
、
養
父
、
、
基
麗
郡
長
朝
長
東
九
郎
の
上
申
書
に
は
長
崎
蟹
学
校
関
係
者
は
い
な
い
が
、
二
月
十
二
日
の
東
松
浦
郡
長
古
川
龍
張
の
同
様
具
状
に
よ
れ
ば
、
長
崎
竪
学
校
関
係
者
が
数
名
い
る
。
呼
子
村
の
藤
松
平
（
三
十
三
才
）
は
慶
応
元
年
正
月
よ
り
十
二
月
ま
で
長
崎
で
上
瀧
寿
安
に
従
い
、
内
科
修
業
、
翌
年
正
月
よ
り
、
三
ヶ
年
間
、
長
崎
の
富
津
漸
庵
に
従
い
、
内
科
修
業
、
明
治
四
年
二
月
よ
り
五
年
十
二
月
ま
で
長
崎
病
院
に
お
い
て
内
科
を
修
業
し
た
。
　
東
松
浦
郡
切
木
村
一
九
〇
番
地
士
族
渡
辺
文
亮
（
三
十
三
年
八
月
、
禄
高
七
石
八
斗
四
升
九
合
）
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
　
一
　
元
治
元
甲
子
年
二
月
ヨ
リ
筑
前
国
多
久
立
節
二
従
ヒ
明
治
三
庚
午
　
　
　
年
十
一
月
迄
六
ケ
年
十
一
月
間
漢
法
医
学
内
外
科
修
業
　
一
　
明
治
四
辛
未
年
二
月
ヨ
リ
長
崎
病
院
二
於
テ
「
レ
ウ
ヱ
ン
」
氏
に
　
　
　
従
ヒ
明
治
五
壬
申
年
十
一
月
迄
一
ケ
年
十
ケ
月
間
西
洋
医
学
修
業
と
見
え
、
以
後
、
唐
津
で
漢
法
医
を
開
業
し
、
明
治
九
年
、
切
木
一　333一
　
　
　
第
二
節
　
長
崎
盤
学
校
の
県
移
管
村
に
移
り
、
そ
の
後
、
唐
津
病
院
で
薬
局
に
勤
め
た
。
　
明
治
十
二
年
三
月
十
一
日
、
鹿
児
島
自
然
は
大
園
謙
斎
の
後
任
と
し
て
長
崎
徴
兵
署
傭
医
を
申
付
け
ら
れ
た
。
（
「
明
治
十
二
年
、
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
三
月
七
日
、
吉
田
健
康
、
長
崎
病
院
治
療
係
田
口
秋
桂
が
明
治
十
年
来
、
五
島
分
派
病
院
に
在
勤
、
過
日
、
帰
院
し
た
が
、
五
島
分
派
病
院
創
立
以
来
大
い
に
勉
励
し
た
結
果
、
そ
の
効
少
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
治
療
係
と
し
て
着
任
し
た
。
治
療
係
は
昨
年
増
給
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
人
も
増
給
し
て
貰
い
た
い
と
内
海
県
令
宛
て
に
上
申
し
た
。
そ
こ
で
明
治
十
二
年
三
月
十
一
日
、
増
給
五
円
が
実
現
し
た
。
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
さ
て
、
二
月
、
達
に
よ
り
本
校
の
費
額
を
定
め
、
一
月
よ
り
六
月
ま
で
地
方
税
を
以
て
金
二
千
円
を
支
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
三
月
十
二
日
、
吉
田
健
康
は
内
海
県
令
に
上
申
書
を
呈
出
し
た
。
本
院
治
療
係
長
屋
恭
平
が
協
立
五
島
病
院
に
赴
く
の
で
、
薬
局
係
山
川
饒
を
治
療
係
補
兼
務
に
仰
付
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
山
川
饒
の
件
は
、
田
口
秋
桂
の
帰
院
に
よ
っ
て
見
合
せ
と
な
っ
た
。
　
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
四
月
五
日
調
査
の
長
崎
蟹
学
校
生
徒
一
覧
表
、
校
員
一
覧
表
な
ど
が
あ
る
の
で
次
に
示
そ
う
。
　
（
「
明
治
十
九
年
十
二
月
調
、
本
県
下
教
育
沿
革
史
、
長
崎
県
第
二
部
学
務
課
」
）
　
　
　
当
校
生
徒
一
覧
表
　
在
舎
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
拾
一
名
　
通
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
拾
四
名
　
　
　
内
　
訳
　
　
　
一
級
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
五
名
　
　
　
二
級
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
六
名
　
　
　
三
級
生
　
　
　
　
　
　
拾
七
名
　
　
　
四
級
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
九
名
　
　
　
級
外
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
拾
七
名
　
　
右
総
計
　
百
六
拾
五
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
　
　
右
者
明
治
十
二
年
第
四
月
五
目
調
桓
　
　
　
長
崎
医
学
校
書
器
目
概
表
　
　
　
品
　
目
　
　
　
概
　
数
　
　
　
書
　
籍
　
　
　
百
零
七
部
　
　
　
図
　
画
　
　
　
拾
弐
幅
　
　
　
学
具
　
　
　
三
百
五
拾
二
箇
　
　
　
　
当
校
校
員
一
覧
表
　
　
　
校
長
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
健
康
一334一
教
　
員
　
教
　
員
　
生
徒
取
締
　
生
徒
取
締
　
生
徒
取
締
　
用
度
係
右
総
計
　
七
岩久川大山国
永松端賀脇冨
　　　　　仙
平次経緑泰太
造郎恵郎介郎
　
　
　
　
　
名
右
者
明
治
十
二
年
第
四
月
五
日
調
査
一一335　一
第
五
章
　
長
崎
難
学
校
